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第
二
回
臨
時
会
開
会

令
和
五
年
第
二
回
臨
時
会
は
、5
月
30
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。本
臨
時

会
に
お
い
て
、議
長
に
鈴
木
富
蔵
氏
、副
議
長
に
高
村
明
成
氏
が
就
任
さ

れ
、新
し
い
議
会
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

奥脇　和一
（富士吉田市上吉田）

天野　弥一
（忍野村）

渡辺　利彦
（富士吉田市下吉田）

戸田　元
（富士吉田市上吉田）

小俣　光吉
（富士吉田市上吉田）

勝俣　大紀
（富士吉田市明見）

宮下　宗昭
（富士吉田市明見）

羽田　英児
（山中湖村）

渡辺　幸寿
（富士吉田市下吉田）

鈴木　富蔵
（富士吉田市下吉田）

藤原　栄作
（富士吉田市明見）

渡邉　慶泰
（忍野村）

羽田　浩
（山中湖村）

大森　浩義
（忍野村）

高村　明成
（山中湖村）

入
会
住
民
の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
組
合
並
び
に
組
合
会
に
対
し
ま

し
て
、格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

五
月
の
第
二
回
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、私
た
ち
両
名
が
議
員
全
員
の

ご
推
挙
に
よ
り
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
会
第

七
十
六
代
議
長
及
び
第
七
十
七
代
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
し
て
、心
か
ら
感
謝

す
る
と
共
に
、組
合
の
歴
史
等
を
顧
み
る
と
き
に
責
務
の
重
大
さ
を
改

め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

旧
十
一
ヶ
村
入
会
住
民
の
代
表
で
あ
り
ま
す
議
員
各
位
の
意
思
を

最
大
限
尊
重
し
、ま
た
、自
ら
が
入
会
住
民
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
鑑

み
、組
合
会
が
公
正
、公
平
の
立
場
を
堅
持
し
な
が
ら
皆
様
か
ら
の
信

託
に
応
え
る
た
め
、円
滑
な
議
会
運
営
で
き
ま
す
よ
う
、誠
心
誠
意
努

力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
後
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、入
会
権
擁
護
と
地
域
福
祉
の
向
上
の
た

め
、さ
ら
な
る
伸
展
を
目
指
し
、富
士
北
麓
の
発
展
の
た
め
努
力
を
惜

し
ま
な
い
覚
悟
で
お
り
ま
す
の
で
、な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議長
鈴木　富蔵

副議長
高村　明成

組合会議員の紹介
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第
三
回
定
例
会
開
会

報
告
第
1
号

継
続
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

令
和
4
年
度
組
合
一
般
会
計
予
算
の
継
続
費
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た

の
で
、地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報
告

し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
6
号

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て（
北
富
士
組
合
有
地
梨
ヶ
原
地
区

作
業
道
設
置
工
事（
第
1
工
区
））

北
富
士
組
合
有
地
梨
ヶ
原
地
区
作
業
道
設
置
工
事（
第
1
工
区
）の
工
事

内
容
の
変
更
に
伴
い
、契
約
金
額
を
変
更
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
7
号

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て（
北
富
士
組
合
有
地
梨
ヶ
原
地
区

作
業
道
設
置
工
事（
第
2
工
区
））

北
富
士
組
合
有
地
梨
ヶ
原
地
区
作
業
道
設
置
工
事（
第
2
工
区
）の
工
事

内
容
の
変
更
に
伴
い
、契
約
金
額
を
変
更
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
8
号

令
和
5
年
度
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
千
百
十
八
万
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
二
十
九
憶
五
千
九
百
二
十
三
万
六
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
9
号

組
合
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

組
合
監
査
委
員
に
、渡
辺
幸
寿
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を

求
め
た
も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案
第
3
号

議
員
派
遣
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
第
百
条
第
十
三
項
及
び
組
合
議
会
会
議
規
則
第
百
十
九
条

の
規
定
に
よ
り
、議
員
を
派
遣
す
る
も
の
で
す
。

第
一
回
定
例
会
開
会

議
案
第
1
号

令
和
5
年
度
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
一
般

会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
二
十
九
億
四
千
八
百
五
万
六
千
円
と
し

た
も
の
で
す
。

議
案
第
2
号

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、同
法
の

規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
同
法
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
、本
条
例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
3
号

令
和
4
年
度
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
4
号
）

北
富
士
組
合
有
地
梨
ヶ
原
地
区
作
業
道
等
設
置
工
事（
令
和
4
・

5
継
続
事
業
）を
補
正
し
た
も
の
で
、事
業
総
額
に
一
億
四
千
三
万
二

千
円
を
追
加
し
、事
業
総
額
を
五
億
百
五
十
四
万
七
千
円
と
し
た
も

の
で
す
。

議
案
第
4
号

組
合
有
地
賃
貸
借
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
11
次
北
富
士
演
習
場
使
用
協
定
が
締
結
さ
れ
た
と
き
は
、国
に

対
し
演
習
場
と
し
て
引
き
続
き
使
用
さ
せ
る
た
め
、賃
貸
借
契
約
を

締
結
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
5
号

北
富
士
演
習
場
内
山
梨
県
有
入
会
地
を
使
用
許
可
及
び
賃
貸
借
契
約

す
る
こ
と
に
関
し
て
の
同
意
に
つ
い
て

第
11
次
北
富
士
演
習
場
使
用
協
定
が
締
結
さ
れ
た
と
き
は
、山
梨

県
が
国
に
対
し
演
習
場
と
し
て
引
き
続
き
使
用
さ
せ
る
こ
と
に
同
意

し
た
も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案
第
1
号

組
合
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、議
会
の

保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を

定
め
る
た
め
、本
条
例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案
第
2
号

組
合
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

組
合
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

同
意

同
意

報
告可

決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

議

長  

鈴
木

富
蔵

副
議
長  

高
村

明
成

林
務
委
員
会

委
員
長  

大
森

浩
義

副
委
員
長

小
俣

光
吉

委

員  
勝
俣

大
紀

 
 

鈴
木

富
蔵

 
 

高
村

明
成

演
習
地
対
策
委
員
会

委
員
長  

戸
田

　
　
元

副
委
員
長

藤
原

栄
作

委

員  

渡
辺

幸
寿

 
 

渡
邉

慶
泰

 
 

羽
田

　
　
浩

財
務
委
員
会

委
員
長  

宮
下

宗
昭

副
委
員
長

羽
田

英
児

委

員  

奥
脇

和
一

 
 

天
野

弥
一

 
 

渡
辺

利
彦

議会の構成新監査委員
の紹介

渡辺　幸寿
（議員選出）

令和5年5月30日現在

令
和
五
年
第
三
回
定
例
会
は
、6
月
16
日
か
ら
7
月
3
日
ま
で
の
18
日
間
で
会
期
を
終
了
し
ま
し
た
。

本
定
例
会
に
お
い
て
、上
程
さ
れ
た
議
案
は
、す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
五
年
第
一
回
定
例
会
は
、3
月
6
日
か
ら
3
月
24
日
ま
で
の
19
日
間
で
会
期
を
終
了
し
ま
し
た
。

本
定
例
会
に
お
い
て
、上
程
さ
れ
た
議
案
は
、す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
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歳　入

歳　出

（単位：円）

（単位：円）

区分 現在高

財政調整基金 1,254,646,906

林業振興事業整備基金 5,513,365,450

計 6,768,012,356

科目（款） 予算現額 収入済額 収入率

1 使用料及び手数料 29,098,000 17,621,940 60.6%

2 国庫支出金 76,847,000 93,611,000 121.8%

3 県支出金 50,796,000 50,800,339 100.0%

4 財産収入 521,128,000 523,318,034 100.4%

5 繰入金 450,987,000 388,679,750 86.2%

6 繰越金 83,717,000 83,717,867 100.0%

7 諸収入 1,740,011,000 1,771,715,968 101.8%

計 2,952,584,000 2,929,464,898 99.2%

科目（款） 予算現額 支出済額 執行率

1 議会費 56,206,000 52,509,669 93.4%

2 総務費 523,737,000 443,055,644 84.6%

3 恩賜林保護費 2,365,481,000 2,274,790,920 96.2%

4 公債費 1,000 0 0.0%

5 予備費 7,159,000 0 0.0%

計 2,952,584,000 2,770,356,233 93.8%

区分 金額 比率

富士吉田市 1,028,880,000 85.74%

山中湖村 101,040,000 22.40%

忍野村（忍草区） 70,080,000 15.54%

計 1,200,000,000 123.68%

一般会計

歳出
支出済額

歳出
支出済額

2,770,356,233円

財産及び積立金の状況

関係市村賦課金の概要
なし

市村配分金の概要

繰越金 
2.86%

議会費 1.90%

総務費 
15.99%

恩賜林保護費 
82.11%

使用料及び手数料
0.60%

県支出金 1.73%

国庫支出金 3.20%

財産収入 
17.86%

繰入金 
13.27%

諸収入 60.48%

（単位：円）
（単位：円）

歳入
収入済額

2,929,464,898円

財政事情の公表
　本組合では、予算の執行状況などを地域の皆さんにお知らせするために、年2回財政事情を公表して
います。今回は令和4年度一般会計の下半期における予算執行状況（決算見込）並びに基金の状況につ
いて公表します。
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　組合職員の給与は、地方公務員法の規定に基づき、国や県、市町村の給料などを考慮し、恩賜林組合の
議会の議決を経て定められています。

1. 職員給与の概要
（1）毎月支給　 ア）一定支給　・給料
     ・扶養手当
     ・通勤手当
     ・その他…住居手当・管理職手当など
   イ）実績支給　  ・時間外手当
     ・特殊勤務手当
     ・その他…宿日直手当など
（2）一定時期に支給
   ア）例年支給　・期末勤勉手当
        6月期（期末手当1.20月分・勤勉手当1.00月分・計2.20月分）
      12月期（期末手当1.20月分・勤勉手当1.00月分・計2.20月分）
       合計　（期末手当2.40月分・勤勉手当2.00月分・計4.40月分）
       ※職務の級などにより0～ 15％加算あり
     ・寒冷地手当
        11月から3月までの各月の初日に在籍する職員に対して支給
   イ）退職時支給・退職手当…勤続年数及び退職事由により決定
        【算定式】退職日給料月額×退職事由別・勤続年数別支給率+調整額

2. 職員の平均給与月額、初任給などの状況（令和4年4月1日現在）
職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

3. 職員数の推移

4. 特別職の報酬など

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

恩賜林組合 42.4歳 325,659円 395,537円

富士吉田市 40.8歳 311,775円 382,545円

山梨県 42.9歳 328,475円 415,326円

平成22年 平成25年 平成28年 平成31年 令和4年

職員数 41人 45人 43人 39人 37人

給料 報酬

役職 組合長 副組合長 議長 副議長 議員

月額 650,000円 520,000円 137,000円 116,000円 110,000円

恩賜林組合職員の給与等の公表 
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令和5年度　組合当初予算概要

使用料及び手数料 1.29%

国庫支出金
 12.28%

県支出金 
1.70%

財産収入
17.99%

繰入金
8.12%

諸収入
58.61%

歳出
支出済額
歳出

予備費 0.34% 議会費 1.94%

総務費
15.99%

恩賜林保護費
81.74%

歳入

科目（款） 予算現額

1 使用料及び手数料 38,175,000

2 国庫支出金 362,149,000

3 県支出金 50,060,000

4 財産収入 530,322,000

5 繰入金 239,481,000

6 繰越金 1,000

7 諸収入 1,727,868,000

計 2,948,056,000

歳　入 （単位：円）

科目（款） 予算現額

1 議会費 57,060,000

2 総務費 471,360,000

3 恩賜林保護費 2,409,635,000

4 公債費 1,000

5 予備費 10,000,000

計 2,948,056,000

歳　出 （単位：円）

　令和5年度予算は、百年の森づくり実施計画に基づいた施策を中心に、林業施業計画に基づく造林
事業、森林学習施設運営事業、北富士組合有地整備計画が主な内容となっています。
　歳入については、演習場関係収入が大きな割合を占めているところでありますが、大幅な伸びは期
待できない状況であり、さらに基金の利金についても、国債の利率の低下に伴い減少しています。
　歳出については、組合の基幹事業である造林事業において、管理地の森林の多面的機能が発揮を
発揮する森づくりを目指していくことなど百年の森づくり構想に基づく事業は着実に進め、森林学習
施設を中心に、北富士組合有地の利活用を基本に据え、入会権の擁護及び入会住民の福利厚生に寄
与する事業運営を行っていきます。
　また、北富士組合有地整備事業に伴う投資的経費、修繕等の維持管理費及び造林事業に係る物件
費の増加が見込まれ、また、森林学習施設に伴う運営費、恩賜林庭園についても、森林学習施設と連
携を行い総体的な活用や維持管理を行う経費が見込まれています。
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　恩賜林組合と国、県、関係市村、入会組
合で構成される「北富士演習場現地連絡
協議会」が開会され、「令和5年度北富
士演習場使用計画に基づく立入日及び
射撃予定」が決定しました。
　令和5年度北富士演習場立入日につ
いては組合ホームページ
「新着情報→立入日」か
らご覧ください。

　春の山菜シーズンの訪れとともに組合管
理地には、県内外から多くの方が入山します。
特に、多くの入山者が見込まれる北富士演習
場内国有入会地を中心に、強化パトロール
期間として4月30日から6月4日までの間、春
季特別山林保全巡視を実施しました。
　組合職員と山林保全パトロール員により、
入会住民以外の入山者への入山鑑札発行や
山林保全への注意喚起等の指導を行いまし

た。
※組合では入会地を守るため年間を通して、山
林保全巡視を行っています。

北富士演習場現地連絡協議会

春季特別山林保全巡視

新入会組合長の紹介

佐藤　万吉氏
松山入会組合

武藤　源衛氏
小明見入会組合

桑原　武久氏
大明見入会組合

大森　保廣氏
忍草入会組合

QRコードから
立入日を確認
できます。 →
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第8次入会協定、第11次使用協定     背景・目的
　令和5年3月18日、浜田靖一 防衛大臣（代理：深澤雅貴 防衛省地方協力局長）と渡辺正志 富士吉田市
外ニヶ村恩賜県有財産保護組合長との間で第8次北富士演習場内国有入会地の使用に関する協定の調
印が、また、3月28日、国（浜田靖一 防衛大臣）と地元（長崎幸太郎 知事、皆川巖 北富士演習場対策協議
会長、堀内茂 富士吉田市長、高村正一郎 山中湖村長、天野多喜雄 忍野村長、渡辺正志 富士吉田市外
二ヶ村恩賜県有財産保護組合長）との間で第11次北富士演習場使用協定がそれぞれ締結されました。
　これにより、北富士演習場は、令和5年4月1日から令和10年3月31日までの間、協定の内容に沿って陸
上自衛隊及び米軍が引き続き使用することとなりました。

入会協定調印式の様子

第
8
次
北
富
士
演
習
場
内
国
有
入
会
地
の
使
用
に
関
す
る
協
定

（
第
8
次
入
会
協
定
）

北
富
士
演
習
場
内
国
有
入
会
地
の
使
用
に

関
す
る
協
定
は
、北
富
士
演
習
場
内
の
国
有

入
会
地
に
お
い
て
、自
衛
隊
と
米
軍
が
演
習
を

行
う
こ
と
、並
び
に
地
元
関
係
住
民
が
入
会

行
為
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、国
と
地
元
間
の

利
害
関
係
を
調
整
し
、相
互
の
利
便
性
を
図

る
た
め
締
結
す
る
も
の
で
、国
有
入
会
地
上
に

入
会
住
民
の
権
益
を
認
め
る「
権
利
協
定
」で

あ
り
、昭
和
63
年
の
第
1
次
入
会
協
定
締
結

以
来
更
新
を
続
け
て
い
ま
す
。

組
合
で
は
、第
8
次
入
会
協
定
の
更
新
に
向

け
、地
元
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る「
富
士
吉
田

市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
入
会

協
定
審
議
会（
以
下
入
会
協
定
審
議
会
と
い

う
。）」並
び
に
、地
元
の
委
員
及
び
国
の
委
員

で
構
成
さ
れ
る「
北
富
士
演
習
場
内
国
有
入

会
地
の
使
用
に
関
す
る
協
定
検
討
会（
以
下

入
会
協
定
検
討
会
と
い
う
。）」を
開
催
し
た
。

入
会
協
定
検
討
会
で
は
、

第
1
：
林
野
雑
産
物
損
失
補
償
に
係
る
対

地
補
償
方
式
の
採
用
に
つ
い
て

第
2
：
入
会
協
定
条
文
へ
の「
保
健
休
養
、元

気
回
復
な
ど
の
た
め
の
利
用
」の
追

加
に
つ
い
て

第
3
：
梨
ヶ
原
廠
舎
地
区
に
お
け
る
入
会
慣

習
に
つ
い
て

第
4
：
弾
着
区
域
に
入
り
た
く
て
も
立
入

れ
な
い
現
状
の
解
決
に
つ
い
て

以
上
4
項
目
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、地
元
は
、

前
々
回（
第
6
次
）及
び
前
回（
第
7
次
）の
国

側
の
姿
勢
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、前
回（
第

7
次
）の
条
文
改
正
に
係
る
国
の
考
え
を
理
解

し
た
上
で
、地
元
及
び
国
は
、双
方
の
確
認
事

項
を
踏
ま
え
、今
後
は
過
去
の
経
緯
を
前
提

に
、検
討
事
項
4
項
目
に
つ
い
て
双
方
の
認
識

の
共
有
を
図
る
た
め
、引
き
続
き
検
討
会
及

び
事
務
部
会
に
お
い
て
議
論
を
積
み
重
ね
、入

会
慣
習
を
巡
る
相
互
の
認
識
を
深
め
る
べ
く

入
会
協
定
期
間
中
に
協
議
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
、合
意
し
た
。こ
れ
ら
の
交
渉

経
緯
を
踏
ま
え
、今
次
協
定
更
新
に
お
い
て
は

条
文
改
正
は
行
わ
な
い
こ
と
を
地
元
及
び
国

双
方
に
お
い
て
確
認
し
た
。

ま
た
、上
記
検
討
課
題
4
項
目
に
つ
い
て
、

恩
賜
林
組
合
長
か
ら
入
会
協
定
審
議
会
に
諮

問
が
あ
り
、後
に
、入
会
協
定
検
討
会
の
検
討

結
果
の
と
お
り
意
見
集
約
さ
れ
、今
次
協
定

を
締
結
す
べ
き
も
の
と
答
申
さ
れ
た
。
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第
11
次
北
富
士
演
習
場
使
用
協
定（
第
11
次
使
用
協
定
）

北
富
士
演
習
場
使
用
協
定
は
、北
富
士
演
習
場
を
自
衛
隊

と
米
軍
が
使
用
す
る
に
当
た
り
、地
元
か
ら
国
に
要
望
を
折

衝
す
る
な
ど
相
互
の
利
便
を
図
る
た
め
、昭
和
48
年
の
陸
上

自
衛
隊
へ
の
使
用
転
換
以
来
、更
新
を
続
け
て
い
る「
行
政
協

定
」で
す
。3
月
28
日
東
京
都
新
宿
区
市
ヶ
谷
の
防
衛
省
に
お

い
て
、国
側
を
代
表
し
て
、浜
田
靖
一
防
衛
大
臣
、地
元
を
代

表
し
て
、長
崎
幸
太
郎
知
事
、皆
川
巖
北
富
士
演
習
場
対
策

協
議
会
長
、堀
内
茂
富
士
吉
田
市
長
、高
村
正
一
郎
山
中
湖

村
長
、天
野
多
喜
雄
忍
野
村
長
、渡
辺
正
志
富
士
吉
田
市
外

二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

保
護
組
合
長
の
出
席
の

も
と
協
定
が
締
結
さ
れ

ま
し
た
。昭
和
48
年
の

使
用
転
換
を
契
機
と
し

て
、全
面
返
還
、平
和
利

用
を
理
念
と
し
、そ
の

た
め
の
段
階
的
縮
小
を

掲
げ
つ
つ
も
、国
防
と
い

う
国
の
重
要
な
政
策
を

理
解
し
、苦
渋
の
選
択
で

は
あ
る
が
演
習
場
と
の
共
存
を
図
る
た
め
、地
元
一
市
二
村

恩
賜
林
組
合
、山
梨
県
、国
が
信
義
と
誠
意
を
も
っ
て
懸
案
事

項
に
対
し
解
決
を
見
い
出
す
こ
と
を
使
用
条
件
と
し
て
演
習

場
の
存
置
を
認
め
、第
1
次
使
用
協
定
を
締
結
し
現
実
的
な

対
応
を
行
い
、現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。組
合
で
は
、以
下
の

案
件
に
つ
い
て
国
に
要
望
を
し
誠
意
あ
る
回
答
を
得
て
、第

11
次
使
用
協
定
を
締
結
し
た
も
の
で
す
。

〇
民
生
安
定
事
業
の
対
象
施
設
の
拡
大

〇
北
富
士
演
習
場
賃
借
料
等
の
適
正
化

〇
恩
賜
県
有
財
産
部
分
林
内
の
不
発
弾
処
理
及
び

      

安
全
確
認

〇
造
林
事
業（
周
辺
整
備
5
か
年
計
画
）

〇
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業（
周
辺
整
備
5
か
年
計
画
）

使用協定調印式の様子
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［問合せ］　T E L：0555-22-3219
　　　　　　Mail：kipokipo@onshirin.jp

［問合せ］
TEL：0555-25-6566　
Mail：obp@onshirin.jp

Instagram

　　　　　　　　　　　　一　般　　　   一市二村内住民
全　日　　　おとな　　　3,500 円　　　   1,000 円
　　　　　　こども　　　2,000 円　　　      500 円
2 時間　　　おとな　　　2,000 円　　　  　　ー
　　　　　　こども　　　1,000 円　　　　  　ー
　　　キッズエリア　　 500 円／日　　   200 円／日

［施設利用上の注意事項］
○自転車の持込み可能です。（おとなの方は、専用自転車限定）    ○自転車に適した服装で、ヘルメット・手袋を着用してください。
○中学生以下は、保護者の同伴が必要です。（18歳未満は、保護者の同意が必要）　○プロテクターの着用を推奨します。

一市二村内住民と0歳児 　　　無料

ふじさんのぬく森キポキポでは、清潔な環境でみなさまをお迎え
できるよう、清掃、消毒作業を心がけています!

○ 軽食各種、ディッピンドッツの販売
○ ドリンク、フライドポテトなども…
○ ほかにもいろいろ取りそろえています
　今年５月に「キポカフェ」がOPENしました。
　ふじさんのぬく森キポキポとおんしりんバイクパークの間
にある建物です。敷地周辺に訪れたみなさま方の集いの場
として、あるいは、疲れた体の癒しを求めて、ひとときの休息
などにご利用ください。建物前にはウッドデッキもあり、気分転換には最高かもです( *́ 艸` )

入館料

※定休日：火曜日（夏休み期間を除きます）、年末年始
※ 利用時間は、予告なく変更する場合がありますので、あら
かじめご了承ください。最新情報は、Instagram等のご確
認をお願いします。

※ 午前の部に入館された方は、入館料を支払った際に受け取
るレシートを提示することで、午後の部も無料で入館できま
すので、紛失しないようご注意ください。

遠慮なくお気軽にお問い合わせください。

700円 /1人

300円 /1人

Instagram

利用時間　   午前の部　10：00～11：45
　                  午後の部　13：15～15：00

Kipo cafe ［キポカフェ］

利用時間 9：00 ～ 17：00    定休日 火曜日、年末年始

【パーク使用料】

一般　おとな

一般　こども（中学生以下）

（夏休み期間を除きます）
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期日は、毎回奇数月の第2火曜日です。
普段お悩みのこと、気にかかることなどあ
りましたらお気軽にご利用ください。

受 付■電話予約
※予約状況によりますが、当日の
予約も可能です。

相談時間■午後1時～午後4時30分
対 象 者■富士吉田市、山中湖村、
                 忍野村（忍草区）
場 所■恩賜林組合（森林林業研修施設内）
問 合 せ■総務課　☎22-3355

法｜律｜相｜談無料

相談日

令和5年  7月11日（火）
令和5年  9月12日（火）
令和5年11月14日（火）
令和6年  1月  9日（火）
令和6年  3月12日（火）

恩賜林組合施設の利用について

　組合には、各種研修施設が整っており、利用することが
できます詳しい内容については、お問い合わせください。
※休業日：土曜日、日曜日、国民の祝日

研修施設
研修室1・2・3、会議室 、会議室兼視聴覚室、調理実習室
担当■財産管理課

木工クラフト館
　組合の木工クラフト館にて木
工作業スペースと木工工具の貸
し出しを行っています。
担当■森林整備課

研修室調理実習室 会議室兼視聴覚室

組合からお知らせ

ONSHIRIN CUP

INRRINRHIR NRINN CIONS RRINNSHIRHIRRIN CSHIRHIRRINN CUONONSHHIRINOONNNSSHSHIRIIN CUPNSHIRRINOONONON HIRIRIN CUNSNSH IN INN CONSHIR UPSH N COONNSONONON PONONNS UPOON CUOONSH N CUPHIR CUPPOO UPUPIRIN UCUPONNSSH RIN UPO RINRININ CRINN CCUPRI CCUPCUPU

恩賜林杯スポーツ大会

第23回恩賜林杯ゲートボール親善試合
2023年6月1日

優勝 白糸

優勝 明見JBC

始球式 鈴木富蔵 議長

ジュニアの部 優勝 明見Jr

第27回恩賜林杯少年野球大会
2023年6月18日・24日
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2023.8.12（土）
会  場   恩賜林庭園

富士山とともに育まれてきた富士北麓の森。この大自然の森林の中心にある恩賜林庭園を中心に、自然や森林の
中で、ステージパフォーマンスや音楽、アクティビティツアー、ワークショップ、キッチンカー、マルシェなど様々なソトア
ソビを体験できる「おんしりん森づくりフェスタ」。自転車イベントなども同時開催。
富士山の森林で、夏のソトアソビを満喫しよう！

イベントの詳しい内容につ
いては、決まり次第、組合公
式HPにてお知らせいたし
ます。

※写真は昨年度に実施したものです

広
報
恩
賜
林

N
o
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2
3
（
2023年

第
2号
）
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5605番
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